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Monthly  Capricious  Menu

　22回目の町子ども英語劇場を開催します。
　公演名は「シンデレラ」。
　今年も町内の小･中学生が、アメリカ合衆国
モンタナ州の劇団俳優から指導を受け、舞台
に挑みます。
　本場の英語劇指導を受けて頑張っている子
どもた
ちの成果を是非ご覧下さい。
　
◉期日　８月22日土　
◉時間　18時開演（開場：17時30分）
◉場所　カルチャーセンターホール

入場料無料

健
康
へ
の
ヒ
ン
ト町立図書館　カルチャーセンター１Ｆ 

☎ 282‒0888　休館日／毎週月曜日

L i b r a r y   I n f o r m a t i o n

00K おすすめ  今月の本
ゆうびんやさんおねがいね 新刊書情報

6月は36冊の本が入りました

デング熱とは
デング熱とは、デングウイルスを持った蚊（ネッタイシマカ、ヒトスジシマカ）
に刺されることによって起こる感染症です。

デング熱の症状
デング熱は、感染後、通常３～７日 何も症状が出ないまま、急激な発熱で発症
します。症状は、発熱、発疹、頭痛、骨関節痛、吐き気・嘔吐などですが、たまに、
出血症状、血液循環不全、肝機能を悪化させることもあります。発症時には発疹は
みられないことが多いですが、皮膚が赤くなることがあります。通常、発病後２～
７日で熱が下がり、比較的、治りの経過が良い感染症です。

蚊に刺されないための対策をしましょう！
現在、デング熱に有効なワクチンはありません。そのため、蚊に刺されないよう
にする工夫の必要があります。
①家の周りの清掃をしましょう！
◎一週間に一回は、住宅周辺に散乱している、雨水がたまった容器を逆さにして
水をなくしたり、容器などに水がたまらないように整頓しましょう。
◎網戸や扉の開け閉めを減らし、家の中へ蚊が入るのを防ぎましょう。
②緑の多い木陰やヤブなどに立ち入る際には注意しましょう！
◎長袖シャツ、長ズボンなどを着用し、肌を露出しないようにしましょう。
◎素足やサンダル履きは出来るだけ避けましょう。
◎必要に応じて虫よけ剤などを使用しましょう。

ぜったいにおばあちゃんがよろこぶプレ
ゼントをおもいついたコブタくんは、ゆう
びんきょくにでかけました。さあ、コブタく
んのとっておきのプレゼントをはこぶ、ゆ
うびんリレーのはじまりです。いろいろな
動物のゆうびんやさんがかつやくする絵本。

サンドラ・ホーニング　作
バレリー・ゴルバチョフ　絵

なかがわ ちひろ　訳
◉一般書（26冊）
エッセイ／公器の幻影
辞　　典／持ち歩き！花の辞典970種
小　　説／天空の救命室　航空自衛隊航空機動衛生隊
◉児童書（10冊）
絵　　本／すてきなあまやどり
絵　　本／そらまめくんのあたらしいベッド
絵　　本／かとりせんこう
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）

子ども英語劇「シンデレラ」
問　社会教育課社会教育係　☎ 282-0888

※写真は昨年の様子。

今
年
も
注
意
！
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第 19回

ぶらり歴史散策ぶらり歴史散策ぶらり歴史散策

（芦崎　　笙　著）
（金田初代／文・金田洋一郎／写真）

（福田　和代　著）

（バレリー・ゴルバチョフ　作）
（なかやみわ　作）

（田島　征三　作・絵）

番外編（其ノ参）
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▲板石配置の比較▲

輪石→石積→板石 輪石→板石→石積

門前川目鑑橋、井口眼鏡橋豊岡眼鏡橋


